
明
治
期

の
農
村
市
場
に
お
け
る
商
品
担
保
金
融

の

一
考
察

-

秋
田
県
平
鹿
郡
増
田
町
石
田
家
の
事
例
-

■ヽ.~J
′

岩

信

竹

は
じ
め
に

江
戸
時
代
後
期
以
降
'
農
村
で
の
商
品
生
産
が
進
み
'
山
間
の
畑
作
地
帯
で
は
'

商
品
生
産
を
行
い
つ
つ
へ
米
を
他
地
域
か
ら
の
移
入
に
依
存
す
る
事
例
が
で
て
き
た
｡

秋
田
領
の
雄
勝
郡
も
そ
の
よ
う
な
地
域
の
事
例
で
あ
り
､
煙
草
'
生
糸
な
ど
を
産
出

し
､
米
な
ど
を
移
入
し
て
い
た
｡
雄
勝
郡
の
商
品
流
通
を
め
ぐ
る
集
散
の
中
心
地
は
'

隣
接
す
る
平
鹿
郡
の
増
田
村

(の
ち
に
町
)
で
あ
り
'
明
治
期
以
後
も
こ
の
関
係
は

(-
ノ

維
持
さ
れ
て
い
た
｡
江
戸
時
代
以
来
'
明
治
初
期
に
か
け
て
'
雄
勝
郡
の
商
品
流(2
)

通
は
増
田
村
の
商
人
支
配
の
も
と
に
あ

っ
た
が
'
そ
の
内
容
は
変
化
し
て
ゆ
-
｡

増
田
の
支
配
的
な
商
人
は
'
江
戸
時
代
以
来
の
特
権
商
人
で
あ

っ
た
が
'
明
治
期
以

後
'
そ
の
特
権
は
否
定
さ
れ
た
｡
ま
た
､
商
品
の
売
買
が
自
由
に
な
り
'
商
品
を
担

保
と
し
て
金
融
を
行
う
銀
行
の
営
業
も
開
始
さ
れ
た
｡
商
品
移
動
の
経
路
自
体
に
変

化
が
な
い
農
村
市
場
に
お
い
て
も
'
取
引
が
持

つ
経
済
的
意
義
は
変
わ
ら
ざ
る
を
え

な
い
｡
本
稿
は
'
主
と
し
て
米
を
中
心
に
'
銀
行
の
介
在
に
よ
る
農
村
市
場
の
性
檎

の
変
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
｡

と
こ
ろ
で
'
明
治
初
年
の
金
融
'
な
か
で
も
農
村
市
場
に
お
け
る
商
人
を
め
ぐ
る

金
融
は
'
近
隣
の
農
民
と
の
関
係
に
お
い
て
は
'
商
人
が
自
ら
前
貸
し
金
融
を
担
い
'

他
地
域

へ
商
品
を
移
出
す
る
場
合
は
'
港
湾
等
の
中
継
地
市
場
の
商
人
や
倉
庫
業
者

と
の
貸
借
関
係
に
も
依
存
す
る
こ
と
が
あ

っ
た
｡
農
村
市
場
を
担
う
商
人
に
よ
る
金

融
機
関
の
利
用
は
'
銀
行
制
度
が
整
備
さ
れ
る
に
至

っ
て
活
発
に
な

っ
た
｡
銀
行
刺

度
の
整
備
以
前
に
お
い
て
は
'
商
品
流
通
に
と
も
な
う
'
商
品
担
保
金
融
は
制
度
的

(3
)

に
未
熟
で
あ

っ
た
｡
地
域
内
や
地
域
間
の
取
引
の
拡
大
の
た
め
に
は
'
集
散
地
で
､

商
人
が
商
品
担
保
金
融
を
利
用
で
き
る
体
制
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
｡
そ
れ
ら
の

商
人
が
商
品
担
保
金
融
の
提
供
者
の
位
置
に
と
ど
ま
ら
ず
､
利
用
者
と
な
る
こ
と
が
'

取
引
の
規
模
を
拡
大
さ
せ
る

一
因
で
あ
る
｡
本
稿
で
は
'
農
村
市
場
に
お
け
る
商
品

担
保
金
融
の
あ
り
方
の
推
移
を
'

一
商
人
が
残
し
た
銀
行
な
ど
の
'
金
融
関
係
の
証

書
類
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
-
把
握
し
､
そ
の
特
徴
を
解
明
し
て
ゆ
き
た
い
｡

こ
こ
で
'
商
品
担
保
金
融
に
着
目
す
る
観
点
か
ら
'
商
家
の
金
融
関
係
文
書
を
検

討
す
る
こ
と
の
意
義
に
触
れ
て
お
き
た
い
｡
加
藤
俊
彦
氏
は
､
明
治
初
年
の
米
穀
商

品
化
と
銀
行
設
立
と
の
関
係
に
つ
い
て
'
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
｡
｢ま
ず
'

明
治
政
府
は
'
官
金
を
取
扱
う
商
人
資
本
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
'

一
方
に
お

い
て
と
に
か
く
政
府
の
貨
幣
収
入
を
確
保
し
っ
つ
他
方
米
穀
の
商
品
化
を
促
進
す
る

こ
と
に
つ
と
め
た
｡
ま
た
'
明
治
政
府
の
金
融
機
関
の
設
立
に
た
い
す
る
熱
意
も
'

一
面
に
お
い
て
は
'
こ
の
米
穀
の
商
品
化
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
意
図
と

一
脈
の
関
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(-～)

連
を
も

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｣
｡
同
氏
は
､
先
収
会
社

･
三
井
物
産
と
三
井

銀
行
が
協
力
し
っ
つ
､
荷
為
替
手
形
を
利
用
し
､
実
際
に
は
地
方
産
米
の
買
い
上
げ

を
お
こ
な

っ
て
い
た
と
述
べ
､
ま
た
､
第

一
国
立
銀
行
に
つ
い
て
も
同
様
の
取
引
が

あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
記
し
て
い
る
｡
た
だ
し
､
同
氏
は
明
治
十
年
代
以
後
に
は

大
商
人
資
本
の
活
躍
が
少
な
-
な
る
こ
と
を
指
摘
し
､
｢生
産
地
に
於
け
る
米
穀
商

人
と
消
費
地
に
お
け
る
米
穀
商
人
の
機
能
的
分
離
｣
が
お
こ
っ
た
後
の
事
態
に
つ
い

(L-J)

て
は

｢
別
の
機
会
に
考
察
し
た
い
｣
と
述
べ
て
い
る
｡

加
藤
幸
三
郎
氏
は
､
そ
の
論
文
､
｢明
治

･
大
正
期
に
お
け
る
米
穀
流
通
と
地
方

銀
行
の
展
開
｣
に
お
い
て
､
米
穀
流
通
の
時
代
的
な
変
化
の
諸
相
を
述
べ
つ
つ
､
地

方
銀
行
の
関
与
を
論
じ
て
い
る
｡
こ
こ
で
同
氏
が

｢貨
車
積
｣
輸
送
の
発
達
と
､
地

方
銀
行
に
よ
る

｢倉
荷
証
券
｣
担
保
金
融
や

｢手
形
割
引
｣
金
融
業
務
の
発
生
を
結

XME

び
付
け
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
｡
鉄
道
輸
送
は
､
旧
来
の
回
船
問
屋
や
倉
庫

業
者
に
よ
る
金
融
の
利
用
を
困
難
に
す
る
か
ら
で
あ
る
｡
秋
田
県
下
の
銀
行
と
米
な

ど
の
農
村
商
品
の
流
通
の
関
係
に
つ
い
て
､
加
藤
幸
三
郎
氏
は
､
秋
田
県
下
の
銀
行

の
発
達
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
､
銀
行
の
階
層
差
や
秋
田
県
と
他
の
東
北
諸
県
と
の

性
格
の
差
異
を
産
業
の
構
成
と
対
応
さ
せ
て
論
じ
て
い
る
｡
同
氏
に
よ
れ
ば
､
秋
田

(-⊥

県
の
銀
行
は
､
岩
手
県

･
青
森
県
の
銀
行
と
同
様

の
性
格
を
持

つ
｡
ま
た
､
浅
井

良
夫
氏
は
'
安
田
銀
行
が
明
治
二
十
九
年
に
､
第

一
国
立
銀
行
の
秋
田
県
下
の
支
店

(8
)

網
を
引
き
継
ぎ
､
県
内
で
取
引
を
展
開
し
て
い
-
様
相
を
解
明
し
て
い
る
｡
さ
ら

に
､
伊
藤
正
直
氏
は
､
大
正

･
昭
和
期
に
お
け
る
秋
田
県
下
の
銀
行
が
秋
田

･
第
四

十
八
の
両
銀
行
と
他
の
小
銀
行
の
格
差
を
検
証
し
た
上
で
､
小
銀
行
群
で
あ
る

｢地

主
的
地
方
銀
行
｣
の
経
営
の
実
態
を
解
明
し
､
そ
れ
ら
の
銀
行
と
米
取
引
の
推
移
が

(9
)

密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
｡

こ
れ
ら
の
各
氏
の
研
究
は
銀

行
の
側
か
ら
見
た
金
融
と
農
村
商
品
流
通
と
の
関
係
で
あ
る
が
､
本
稿
で
は
､
米
な

ど
の
農
村
商
品
の
流
通
の
側
か
ら
見
た
､
商
品
担
保
金
融
の
展
開
過
程
を
見
て
ゆ
き

(1U)

た
い
｡

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
商
人
は
秋
田
県
平
鹿
郡
増
田
町
の
石
田
家
で
あ
る
｡
同
家
は
､

江
戸
時
代
以
来
の
豪
商
で
あ
り
､
平
鹿
､
雄
勝
郡
の
特
産
物
の
集
荷
の
担

い
手
で

あ

っ
た
｡
そ
の
取
り
扱

い
商
品
は
､
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
は
煙
草
が

多
か

っ
た
が
､
明
治
期
以
後
､
政
府
が
煙
草
を
専
売
の
対
象
と
し
て
統
制
を
強
め
て

ゆ
-
に
つ
れ
､
米
や
生
糸
の
比
重
が
増
し
て
い
っ
た
｡
石
田
家
の
取
り
引
き
に
つ
い

(‖
)

て
は
､
在
郷
商
人
論
の
展
開
の
中
で
､
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
｡

二

石
田
家
を
め
ぐ
る
商
品
取
引
と
金
融
の
環
境

石
田
家
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
は
､
煙
草
を
主
要
な
取
扱

い
商
品

と
し
て
い
た
｡
し
か
し
､
煙
草
に
つ
い
て
は
､
明
治
二
十
九
年
に
は
葉
煙
草
専
売
法

が
制
定
さ
れ
､
三
十

一
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
｡
ま
た
､
明
治
三
十
七
年
に
は
､
煙
草

の
製
造
自
体
を
国
の
手
で
お
こ
な
う
､
煙
草
専
売
法
が
公
布
さ
れ
た
｡
葉
煙
草
専
売

法
案
の
成
立
以
前
も
､
煙
草
税
別
の
厳
格
な
適
用
が
あ
り
､
煙
草
の
卸
売
業
者
は
､

(12
)

煙
草
以
外
の
商
品
販
売
も
手
掛
け
る
よ
う
に
変
わ

っ
て
い
っ
た
｡
石
田
家
も
明
治

十
年
代
以
後
､
煙
草
以
外
に
米

･
生
糸

･
真
綿
な
ど
を
売
買
し
て
い
た
が
､
葉
煙
草

専
売
制
の
実
施
後
は
､
こ
れ
ら
の
営
業
に
転
換
し
た
｡
ま
た
､
専
売
局
と
提
携
し
て
､

煙
草
の
小
売
の
元
売
り
捌
き
も
お
こ
な

っ
た
｡
明
治
三
十
五
年
に
は
商
品
の
卸
売
那

門
を
会
社
組
織
と
し
､
石
田
合
名
会
社
を
成
立
さ
せ
た
｡
こ
こ
で
､
石
田
家
の
取
級

商
品
と
商
品
流
通
の
流
れ
に
注
目
し
て
お
き
た
い
｡
ま
ず
､
煙
草
は
雄
勝
郡
の
村
々
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か
ら
集
め
､
増
田
近
辺
や
'
県
内
外
の
加
工
業
者
に
販
売
し
て
い
た
｡
生
糸
や
真
棉

も
同
様
で
あ
る
｡
し
か
し
'
米
に
つ
い
て
は
様
相
が
異
な
る
｡
石
田
家
は
地
主
で
も

あ

っ
た
の
で
'
小
作
米
が
入
る
｡
集
荷
し
た
米
や
小
作
米
を
江
戸
時
代
に
は
'
土
崎

(13
)

の
杉
山

･
田
牧

･
上
善
な
ど
の
商
人
に
販
売
し
て
い
る
｡
ま
た
'
明
治
期
に
入

っ

(I
)

て
は
へ
増
田
町
の
石
田
政
吉
に
ま
と
め
て
販
売
し
て
い
る
｡
し
か
し
'
こ
れ
ら
は
'

石
田
家
の
米
取
引
の

一
部
に
す
ぎ
な
い
｡
煙
草
や
生
糸
を
産
出
す
る
雄
勝
郡
は
畑
が

多
-
､
水
田
は
少
な
か

っ
た
｡
こ
の
た
め
'
石
田
家
は
煙
草
等
を
集
荷
す
る
相
手
の

農
民
に
対
し
て
'
貸
付
の
形
で
､
米
の
供
給
を
行

っ
て
い
た
｡
こ
れ
ら
は
'
金
銭
の

貸
付
と
合
わ
さ
れ
'
石
田
家
の
各
農
民
に
対
す
る
債
権
と
な

っ
た
｡
こ
の
見
返
-
は

金
銭
に
よ
る
返
還
や
煙
草
'
生
糸
な
ど
の
生
産
物
に
よ
る
返
済
で
あ

っ
た
｡
い
ま
'

明
治
十
五
年
と
二
十
五
年
の
大
福
帳
よ
-
､
小
安
湯
元
の
市
川
三
左
衛
門

へ
の
米
の

貸
付
を
見
れ
ば
'
表

1
-
2
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
｡
ま
た
'
明
治
十
年
代
の
万
元

帳
に
よ
れ
ば
'
貸
付
に
よ
ら
ず
､
直
接
販
売
す
る
例
が
あ

っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
｡

す
な
わ
ち
へ
石
田
家
は
時
に
は
､
土
崎
の
商
人
を
相
手
に
し
た
米
の
販
売
を
す
る
も

の
の
'
恒
常
的
に
は
'
近
隣
に
'
集
荷
し
た
米
を
供
給
す
る
機
能
を
担

っ
て
い
た
の

で
あ
る
｡
石
田
家
が
煙
草
や
生
糸
の
集
荷
を
行

っ
た
雄
勝
郡
の
各
村
々
は
'
山
間
部

で
'
米
の
産
額
が
少
な
-
'
江
戸
時
代
か
ら
'
商
品
作
物
栽
培
が
盛
ん
で
あ

っ
た
｡

明
治
三
十
三
年
の
石
田
合
名
発
足
直
前
の
石
田
家
の
所
得
金
高
申
告
書
に
よ
れ
ば
'

同
年
の
同
家
の
貸
付
金
は
二
四

〇
〇
円
'
卸
売
金
額
は
四
二
五

〇
円
に
な

っ
て
い

∴い

た
｡
ま
た
､
同
家
に
は
'
煙
草
売
買
以
来
の
倉
庫
が
あ
り
'
煙
草
卸
売
の
廃
業
後

は
､
米
な
ど
の
保
管
を
お
こ
な

っ
て
い
た
｡
こ
の
石
田
家
の
'
銀
行
な
ど
の
金
融
機

関
利
用
の
形
態
と
商
品
取
引
の
性
格
が
'
こ
こ
で
の
問
題
で
あ
る
｡

石
田
家
の
金
融
機
関
利
用
を
考
察
す
る
前
提
と
し
て
'
秋
田
県
に
お
け
る
銀
行
刺

度
の
展
開
に
つ
い
て
見
れ
ば
'
明
治
十
二
年
に
秋
田
市
に
第
四
十
八
銀
行
が
設
立
さ

れ
'
預
金
や
貸
出
､
ま
た
官
'
民
を
相
手
と
し
て
為
替
金
の
振
-
出
し
や
受
け
入
れ

を
行

っ
て
い
る
｡
ま
た
秋
田
市
に
は
'
第

7
国
立
銀
行
の
秋
田
支
店
が
あ
-
'
第
四

十
八
銀
行
と
営
業
を
二
分
し
て
い
た
｡
銀
行
の
手
形
に
関
す
る
営
業
と
し
て
は
､
割

引
手
形

･
荷
為
替
手
形

･
代
金
取
立
手
形
が
あ
-
'
十
年
代
初
頭
以
来
営
業
が
行
わ

れ
て
い
た
が
'
明
治
十
年
代
に
お
い
て
は
'
第

一
国
立
銀
行
の
秋
田
支
店
は
'
第
四

十
人
国
立
銀
行
と
比
べ
れ
ば
'
貸
出
に
つ
い
て
'
割
引
手
形
に
つ
い
て
は

一
〇
〇
檀

の
量
が
あ
-
､
荷
為
替
手
形
に
つ
い
て
は
へ
五

〇
倍
の
量
が
あ

っ
た
が
'
代
金
取
立

手
形
に
つ
い
て
は
'
半
分
と
な

っ
て
い
た
｡
こ
の
よ
う
な
格
差
は
年
代
と
と
も
に
節

小
し
て
ゆ
く
｡
秋
田
県
に
お
け
る
二
つ
の
銀
行
の
体
制
は
'
明
治
二
十
六
年
ま
で
続

い
た
｡
明
治
二
十
七
年
に
は
'
大
曲
銀
行

･
本
荘
銀
行

･
横
手
銀
行

･
平
鹿
銀
行

･

(15
)

大
久
保
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
｡
ま
た
'
明
治
二
十
九
年
に
は
第

一
国
立
銀
行
秋
田

支
店
は
閉
店
さ
れ
'
そ
の
営
業
を
受
け
継
ぐ
形
で
'
安
田
銀
行
秋
田
支
店
が
開
設
さ

れ
た
｡
表
3
に
見
る
よ
う
に
'
明
治
二
十
年
代
後
半
以
後
に
は
'
秋
田
県
内
に
銀
行

が
多
数
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
｡
こ
れ
ら
の
銀
行
の
手
形
に
よ
る
貸
出
と
取
立
は

表
4
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
内
の
'
割
引
手
形
と
荷
為
替
手
形
が
商
品

担
保
金
融
に
該
当
す
る
｡
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三

商
品
担
保
金
融
の
実
態

こ
こ
で
へ
石
田
家
の
金
融
関
係
の
証
書
を
見
て
'
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
お
き
た

い
｡
石
田
家
に
残
さ
れ
た
証
書
で
は
'
明
治
十
八
年
の
､
第

一
国
立
銀
行
か
ら
の

米

･
生
糸
を
担
保
と
す
る
金
融
が
時
期
が
早
い
も
の
で
あ
る
｡
ま
ず
'
米
を
担
保
と



す
る
金
融
に
つ
い
て
の
証
書
は
次
の
も
の
で
あ
る
｡

米
預
証
文

一
秋
田
産
米
五
百
五
拾
俵
也

此

石
数

平
鹿
郡
増
田
村
百
三
拾
七
番
地
所
有
蔵
人

右

ハ
貴
行
ヨ
リ
金
五
百
円
借
用
仕
候

二
付
抵
当
ー
シ
テ
差
入
置
候
分
正

二
預
置
候

然
ル
上

ハ
水
火
盗
難
其
他
之
損
害

二
係
ル
事
有
是
候
共
拙
者

二
於
テ
弁
償
致
シ
柳
貴

行

へ
迷
惑
相
掛
ケ
申
間
敷
候
尤
モ
右
米
貴
行

二
於
テ
御
検
査
有
是
節

ハ
何
時

ニ
テ
御

立
会
可
申
候
依
テ
米
預
証
如
件

人
が
証
明
す
る
形
態
の
証
書
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
商
品
の
預
証
文
は
､
通
例
'
借

用
金
証
書
と

一
対
の
も
の
で
あ
-
､
第

l
国
立
銀
行
の
米
に
つ
い
て
の
借
用
金
証
書

は
残

っ
て
い
な
い
｡
し
か
し
生
糸
を
抵
当
と
す
る
借
用
金
証
書
は
残

っ
て
お
-
､
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
｡

借
用
金
証
書

一
金
七
百
円
也

利
子
年
壱
割
五
歩
定

秋
田
県
平
鹿
郡
増
田
村

米
預
主

明
治
十
八
年
二
月
廿
七
日

石
田
四
郎
兵
衛

印

松
浦
文
吉

印

石
田
大
吉

印

引
受
証
人

同
郡
同
村

横

手
第

一
国
立

銀
行

出
張
所

｢

御
中

抵
当
品
生
糸

四
拾
五
貫
目
也

前
書
之
金
員
荷
為
替
前
借
ー
シ
テ
借
用
申
処
実
正
也
右
金
御
返
済
之
儀

ハ
明
治
十

八
年
九
月
三
十
日
限
元
利
無
相
違
返
済
可
仕
候
万

一
期
限

二
至
り
返
済
相
滞
候

ハ
､
書
面
抵
当
品

ハ
其
銀
行

へ
御
引
上
被
成
御
勝
手

二
御
売
払
之
上
右
代
金

ヲ
以

元
利
御
取
立
被
成
若
シ
過
金
有
之
候

ハ
､
御
渡
可
被
成
候
若
シ
叉
不
足
金
相
立
候

ハ
､
借
主
諸
有
品
御
取
押
之
上
売
払
代
金
ヲ
以
テ
御
計
算
被
成
尚
右

ニ
テ
モ
不
足

二
候

ハ
､
連
印
之
引
受
証
人
ヨ
リ
弁
償
仕
候
毒
モ
某
銀
行

へ
御
損
耗
相
掛
ケ
申
間

敷
且
ツ
期
限
中
抵
当
品
実
価
低
下
之
節

ハ
銀
行
之
望

二
応
シ
入
金
又

ハ
増
抵
当
差

入
可
申
候
将
又
此
抵
当
品

二
付
万

l
非
常
之
変
質
故
障
有
之
候

ハ
､
本
人

ハ
不
及

申
引
受
証
人

二
於
テ
吃
度
引
受
弁
償
仕
候
為
後
日
金
借
用
証
書
如
件

但
シ
証
書
抵
当
品
共
期
限
中

ハ
其
銀
行
御
都
合
ヲ
以
テ
預
金
其
他
之
抵
当
ー
シ

テ
他
方

へ
御
差
出

二
相
成
候
共
拙
者

二
於
テ
申
分
無
之
候

秋
田
県
平
鹿
郡
増
田
村

金
借
用
主
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こ
れ
は
､
石
田
四
郎
兵
衛
と
松
浦
文
吉
が
連
名
で
借
-
た
五

〇
〇
円
の
抵
当
と
し
て
､

石
田
四
郎
兵
衛
ら
が
'
自
ら
､
米
五
五

〇
俵
を
預
か

っ
て
い
る
こ
と
を
記
し
'
引
受

明
治
十
八
年
八
月
四
日

石
田
四
郎
兵
衛

松
浦
文
吉

日
日
一｣ト日日.

ノ.仁



同
郡
同
村

引
受
証
人

横

手
第

一
国
立

銀
行

出
張
所

..II

御
中

石
田
大
吉

niii
J

′
トト

こ
の
借
用
金
証
書
に
は
'
生
糸
の
預
証
書
が

一
対
の
書
類
と
し
て
存
在
し
て
い
る
｡

こ
の
借
用
金
証
書
は
'
荷
為
替
の
前
借
と
し
て
の
形
態
を
持

っ
て
い
る
｡
こ
の
横
辛

第

一
国
立
銀
行
出
張
所
の
商
品
担
保
金
融
の
形
式
は
､
当
時
の
商
品
担
保
金
融

一
般

の
模
範
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
そ
れ
は
'
石
田
四
郎
兵
衛

･
松
浦
文
吉
が
連
名
で

新
潟
県
の
民
間
業
者
か
ら
米
を
担
保
と
し
て
七

〇
〇
円
を
借
用
し
た
際
の
証
書
が
'

上
記
の
証
書
と
酷
似
し
て
い
る
点
か
ら
推
測
で
き
る
｡
そ
れ
ら
は
以
下
の
も
の
で
あ

る
｡
ま
ず
'
借
用
証
書
は
次
の
も
の
で
あ
る
｡

ヨ
リ
故
障
等
有
之
候

ハ
､
期
限
内

二
拘

ハ
ラ
ズ
借
主
井

二
引
受
証
人
ヨ
リ
元
利
返

済
可
仕
候
為
後
引
受
証
人
連
署
借
用
金
証
書
如
件

明
治
十
八
年
七
月
七
日

秋
田
県
平
鹿
郡
増
田
村
三
百
七
拾
九
番
地

金
借
用
主

石
田
四
郎
兵
衛

印

同
県
同
郡
同
村

同

松
浦
文
吉

印

同
県
同
郡
同
村

引
受
証
人

石
田
大
吉

印

新
潟
県
越
後
国
村
上
羽
黒
町

百
武
長
兵
衛
殿

(19
)

明
治
十
八
年
八
月
三
日
返
済

77

米
の
預
証
書
は
次
の
も
の
で
あ
る
｡

金
借
用
証
喜

一
金
七
百
円

但
シ
利
子
年
壱
割
六
分
日
割
之
定

前
書
之
金
額
正

二
借
用
申
処
実
正
也
右
返
済
之
儀

ハ
本
年
九
月
三
十
日
限
り
元
利

無
相
違
返
済
可
申
候

(若
借
用
主
他
行
中
期
限
相
満
チ
候

ハ
,
本
人
二
不
拘
引
受

証
人

二
於
テ
吃
度
返
償
可
仕
候
)
高

一
期
限
二
到
り
返
金
相
滞
り
候

ハ
､
書
面
抵

∵
∵.

当
品
御
引
上
被
成
御
陣
手

二
御
売
払
之
上
右
代
金
ヲ
以
元
利
井

二
右

二
関
シ
ル

一

切
之
費
用
御
引
去
可
被
成
候
若
シ
右

ニ
テ
モ
不
足
相
生
シ
候

ハ
､
借
主
井

二
引
受

証
人
二
於
テ
吃
度
返
償
可
仕
候
且
ツ
期
限
中
抵
当
品
実
価
低
落
候
得

ハ
貴
殿
之
望

二
応
シ
入
金
又
ハ
増
抵
当
差
出
シ
可
申
候
勿
論
此
抵
当
品

二
変
災

こ
羅
リ
候
力
他

米
預
証
文

一
秋
田
産
米
七
百
俵
也

此
石
数

平
鹿
郡
増
田
村
百
三
拾
七
番
地
所
有
蔵
人

右
ハ
貴
殿
ヨ
リ
金
七
百
円
借
用
仕
候

二
付
抵
当
ト
シ
テ
差
入
置
候
分
正

二
預
置
候

然
ル
上

ハ
水
火
盗
難
其
他
之
損
害

二
係
ル
事
有
是
候
共
拙
者

二
於
テ
弁
償
致
シ
瑚

貴
殿

へ
ハ
迷
惑
相
掛
ケ
中
間
敷
候
尤
モ
右
米
貴
殿
二
於
テ
御
検
査
有
是
節

ハ
何
時

ニ
テ
御
立
会
可
申
候
依
テ
米
預
証
如
件



明
治
十
八
年
七
月
七
日

秋
田
県
平
鹿
郡
増
田
村

米
預
主

田
合
名
会
社
と
の
取
引
に
お
い
て
は
､
荷
為
替
手
形
の
前
借
で
は
な
い
証
書
の
み
が

残

っ
て
い
る
｡
次
の
'
明
治
三
十
六
年
の
石
田
合
名
会
社
と
五
業
銀
行
の
取
引
は
､

そ
の
例
で
あ
る
｡

石
田
四
郎
兵
衛

印

松
浦
文
吉

印

石
田
大
吉

印

引
受
証
人

同
郡
同
村

新

潟
県
越
後
国
村

上
羽
黒

町

(20)

百
武
長
兵
衛
殿

こ
れ
ら
の
証
書
は
先
に
見
た
第

一
国
立
銀
行
の
証
書
と
､
文
章
の
細
部
に
い
た
る

ま
で
'
酷
似
し
て
い
る
｡
第

一
国
立
銀
行
の
融
資

の
地
方
商
人
に
与
え
た
影
響
の
強

さ
が
わ
か
る
｡
た
だ
し
'
生
糸
を
担
保
と
し
た
第

一
国
立
銀
行
の
借
用
証
書
に
は
､

荷
為
替
の
前
借
と
の
記
載
が
あ

っ
た
が
､
米
を
担
保
と
す
る
百
武
か
ら
の
借
入
に
は
､

そ
の
記
載
が
な
く
､
こ
の
貸
借
に
は
米
の
売
買
が
伴

っ
て
い
な
い
点
が
異
な

っ
て
い

る
｡
ま
た
､
鉄
道
開
通
以
前
に
､
秋
田
と
新
潟
の
地
方
商
人
同
志
が
､
米
を
担
保
と

し
て
'
資
金
の
融
通
を
行

い
､
取
引
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
｡
な
お
'

百
武
長
兵
衛
が
石
田
四
郎
兵
衛
ら
に
資
金
を
貸
与
す
る
に
あ
た

っ
て
､
不
動
産
抵
当
(21
)

金
融
の
形
態
を
と
る
こ
と
を
考
え
た
こ
と
が
､
借
用
証
券
の
見
本
か
ら
わ
か
る
｡

な
お
'
石
田
家
と
近
隣
の
農
民
の
間
で
は
､
土
地
抵
当
金
融
が

一
般
的
で
あ

っ
た
｡

石
田
ら
と
百
武
の
貸
借
関
係
に
お
い
て
は
､
荷
為
替
の
前
借
で
は
な
-
'
商
品
を
担

保
と
す
る
貸
借
で
あ

っ
た
が
'
第

一
国
立
銀
行
以
外
の
銀
行
と
､
石
田
家
ま
た
は
石

第

号

一
金
参
百
円
也

右
金
額
明
治
三
十
六
年
九
月
二
十
日
限
り
貴
殿
又

ハ
貴
殿
ノ
指
図
人

へ
此
手
形

引
換

二
無
相
違
支
払
可
申
候
也

明
治
三
十
六
年
六
月
二
十
三
日

平
鹿
郡
増
田
町

石
田
合
名
会
社

印

代
表
者

石
田
大
吉

印
(22)

合

名
会

社
五
業
銀
行
御
中
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こ
れ
は
約
束
手
形
の
用
紙
に
､
印
紙
貼
付
の
上
､
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の

約
束
手
形
に
は
､
米
預
証
が
付
さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
は
次
の
も
の
で
あ
る
｡

米
預
証

一
玄
米
三
斗
入
壱
百
俵
也

右
石
田
合
名
会
社
ヨ
リ
担
保
-
シ
テ
差
入
候
分
保
管
之
為
メ
預
り
置
キ
候
処
明
白

也
何
時

ニ
テ
モ
此
証
書
持
参
ノ
者

へ
引
替

二
相
渡
可
申
候
為
後
目
預
り
書

一一
札
如

午/1明
治
三
十
六
年
六
月
二
十
三
日



平
鹿
郡
増
田
町

石
田
四
郎
兵
衛

印

同
郡
横
手
町

(23
)

合
名
会
社
五
業
銀
行
御
中

羽
後
国
横
手
町

(
24
)

合
名
会
社

五
業
銀
行

こ
の
約
束
手
形
は
裏
書
さ
れ
ず
､
同
年

の
六
月
二
十
六
日
に
五
業
銀
行
に
対
し
て
支

払

い
が
な
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
は
､
借
用
期
間
は
短

い
と
は
い
え
､
米
を
担
保
と
す

る
借
用
で
あ
る
と

い
え
る
｡
上
に
見
た
例
は
､
商
品
預
り
証
書
が
約
束
手
形
に
添
付

さ
れ
た
例
で
あ
る
が
､
約
束
手
形
に
次

の
よ
う
な
担
保
品
添
証
が
付
さ
れ
た
例
も
あ

る
｡

約
束
手
形

の
振
り
出
し
が
商
品
を
担
保
と
し
て
銀
行
に
差
し
出
し
た
上
で
行
わ
れ
る

こ
と
は
､
ま
さ
に
商
品
担
保
金
融
に
他
な
ら
な
い
｡
こ
の
よ
う
な
形
態

の
融
資
は
他

の
銀
行
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
る
｡
次

の
事
例
は
秋
田
銀
行
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
｡

担
保
品
添
証

一
葉
煙
草
参
拾
個

但
拙
者
蔵
預
リ
ニ
致
候
分

此
量
目
弐
百
四
拾
貫

〓こ
こ

右

ハ
明
治
三
十
三
年
七
月
十
八
日
付
第

号
約
束
手
形
明
治
三
十
三
年
九
月
三
十

日
支
払
ノ
担
保
品
ト
シ
テ
差
出
置
申
候
就
テ
ハ
支
払
期
日

二
至
り
万

一
支
払
不
致

候
得
者
貴
方

二
於
テ
右
ノ
担
保
品

ハ
御
売
却
ノ
上
其
代
金
ノ
内
前
書
ノ
手
形
金
額

〓こ
こ

〓,マ)

及
期
日
後
ノ
延
滞
利
子
則
チ
金
百
円

二
付

一
日
金

銭

厘

宛
ノ
割
合

ヲ
以
テ

御
引
去
り
可
被
下
候
其
節
不
足
相
生
シ
候

ハ
ヾ
其
不
足
分

ハ
速

二
相
償
ヒ
可
申
候

依
テ
添
証
如
件

明
治
三
十
三
年
七
月
十
八
日

平
鹿
郡
増
田
町

石
田
四
郎
兵
衛
後
見
人

石
田
大
吉

印

預
り
証

一
玄

米

参
斗
入
弐
百
俵
也

右

ハ
秋
田
県
平
鹿
郡
増
田
町
増
田
参
百
八
拾
壱
番
地
石
田
久
兵
衛
ガ
明
治
四
拾

年
参
月
参
拾
日
振
出
第
壱
号
約
束
手
形
金
ノ
支
払
保
証
担
保
ト
シ
テ
貴
行

へ
差
入

レ
候
分
拙
者

二
於
テ
保
管
預
り
置
キ
候

こ
付
何
時
タ
リ
ー
モ
貴
行
之
御
指
図

二
従

ヒ
現
品
御
渡
可
申
上
候
為
後
証
預
り
証
依
テ
如
件

追
証
右
現
品

二
係
ル
蔵
敷
料
其
他

二
費
用

ハ

一
切
石
田
久
兵
衛
負
担
ノ
事

秋
田
県
平
鹿
郡
増
田
町
増
田
四
百
八
番
地

79

石
田
合
名
会
社

代
表
人

石
田
大
吉

明
治
四
拾
年
参
月
参
拾
日

印

株
式
会
社
秋
田
銀
行
横
手
支
店
御
中

記

右
玄
米
参
斗
入
弐
百
俵
也
本
証
引
替
本
人

へ
御
渡
被
下
戻
候
也

明
治
四
拾
年
六
月
廿
七
日

(
25)

石
田
合
名
会
社
御
中

株
式
会
社
秋
田
銀
行
横
手
支
店



末
尾
の

｢記
｣
以
降
は
'
融
通
し
た
金
額
を
返
済
し
た
後
'
銀
行
が
預
-
主
に
対
し

て
'
借
り
手

へ
の
担
保
品
の
返
還
を
依
頼
し
て
い
る
記
載
で
あ
る
｡
ま
た
'
石
田
衣

は
約
束
手
形
に
よ
る
金
融
を
通
例
の
借
入
と
あ
わ
せ
て
'
活
発
な
金
融
活
動
を
行

っ

て
い
た
｡
次
の
文
書
は
そ
の

1
例
を
示
す
も
の
で
あ
る
｡

明
治
三
十
三
年
九
月
二
日

御
状
拝
見
候
陳

ハ
御
申
越

二
依
り
左
之
通
り
取
計

へ
申
候

一
金
千
円
也

一
会
七
円
弐
拾
銭
也

′′内金
八
百
円

内
金
弐
百
円

内
金
八
拾
銭
也

次
送
金
之
分

弐
百
円
手
形
返
戻
利
子
分

秋
田
市
伊
勢
屋
送
金
分

手
形

ニ
テ
御
用
達
分

八
百
円
安
ス
ル
秋
田
へ
送
金
手
数
料

′′差引
六
円
四
拾
銭
御
返
シ
申
出
候

右
御
差
引
被
下
為
候
勿
々
拝
復

石
田
四
郎
兵
衛
様

LaJ=二

五
業
銀
行

こ
れ
に
よ
れ
ば
'
石
田
家
は
五
菜
銀
行
に
対
し
て
'
秋
田
市
の
伊
勢
屋
に
八

〇
〇

円
の
送
金
を
依
頼
し
て
い
る
｡
こ
れ
と
約
束
手
形
に
よ
る
借
入
金
を
支
払
う
順
序
を

述
べ
て
い
る
の
が
'
上
記
の
書
簡
で
あ
る
｡
以
上
の
各
銀
行
と
石
田
家
と
の
取
引
を

示
す
証
書
か
ら
'
荷
為
替
の
前
借
'
米
な
ど
の
商
品
を
担
保
と
す
る
'
約
束
手
形
の

振
り
出
し
に
よ
る
借
用
'
銀
行
以
外
か
ら
の
借
用
の
存
在
の
諸
相
が
わ
か

っ
た
｡

四

商
品
担
保
金
融
の
展
開

こ
こ
で
'
石
田
家
の
残
さ
れ
た
証
書
類
を
ま
と
め
て
'
商
品
担
保
金
融
の
展
開
過

程
の
特
徴
を
見
て
お
き
た
い
｡
ま
ず
'
約
束
手
形
の
利
用
に
よ
る
金
融
を
含
め
た
'

石
田
家
と
'
石
田
合
名
の
銀
行
利
用
の
あ
り
方
を
表
に
し
た
の
が
'
表

5
-
8
で
あ

る
｡
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
'
石
田
家
は
'
年
代
に
よ

っ
て
取
引
相
手
の
銀
行
が
変
わ

っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
五
業
銀
行
と
の
取
引
が
明
治
三
十
年
代
に
行
わ
れ
'
次

い

で
'
増
田
銀
行
と
の
取
引
が
こ
れ
に
次
ぎ
､
明
治
四
十
年
代
に
は
'
秋
田
銀
行
横
辛

支
店
と
取
引
を
行

っ
て
い
る
｡

ま
ず
'
第

一
国
立
銀
行
横
手
支
店
と
の
取
引
を
見
れ
ば
'
石
田
四
郎
兵
衛
と
松
浦

文
吉
が
第

一
国
立
銀
行
と
行

っ
た
取
引
に
関
す
る
書
類
が
'
明
治
十
七
年
と
十
八
午

の
分
が
五
件
残

っ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
は
'
不
明
分
も
あ
る
が
'
米
と
生
糸
を
担
保
と

す
る
'
借
用
証
書
を
差
し
出
し
て
の
借
用
で
あ

っ
た
｡
さ
き
に
見
た
よ
う
に
'
借
用

金
証
書
に
は
荷
為
替
手
形
の
前
借
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
｡
そ
れ
ら
は
'
い
ず

れ
も
生
糸
を
担
保
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡
米
に
関
し
て
は
'
米
預
証
文
の
み
が
残
さ

れ
て
い
る
｡

明
治
二
十
年
代
の
証
書
に
は
'
銀
行
か
ら
の
借
入
れ
に
関
す
る
も
の
は
残

っ
て
い

な
い
｡
こ
の
時
期
の
金
融
に
関
し
て
目
立

つ
の
は
'
秋
田
県
内

一
の
土
地
所
有
者
で

∫

あ

っ
た
池
田
家
か
ら
の
借
入
れ
で
あ
る
｡

そ
の
様
子
は
表

9
の
通
り
で
あ
る
｡

二

二
年
間
の
期
限
の
融
資
が
多
-
'
年
々
'
利
子
の
み
を
支
払
い
'
借
-
替
え
を
続
け

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
こ
の
池
田
家
か
ら
の
借
入
は
無
担
保
で
あ

っ
た
｡
池
田
家
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か
ら
の
借
入
れ
は
三
十
年
代
に
入

っ
て
か
ら
も
続
-
｡
三
十
年
代
に
は
'
県
内
の
各

銀
行
か
ら
の
借
入
れ
の
証
書
が
残
存
す
る
｡
こ
の
時
期
に
は
'
大
地
主
か
ら
の
無
担

保
融
資
が
'
銀
行
か
ら
の
融
資
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に
'

石
田
家
は
銀
行
か
ら
だ
け
必
要
な
資
金
を
調
達
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
｡
さ

き
に
秋
田
市
の
伊
勢
屋
と
の
関
係
を
資
料
に
見
た
が
'
伊
勢
屋
か
ら
石
田
家
は
表
10

の
よ
う
に
'
借
入
金
が
あ

っ
た
｡
こ
れ
ら
も
'
無
担
保
で
あ

っ
た
｡
ま
た
'
石
田
秦

は
､
五
業
銀
行
や
私
人
か
ら
'
公
債
を
借
入
し
て
い
る
｡
(表
11
-
12
)

明
治
三
十
年
代
に
は
'
五
菜
銀
行
'
増
田
銀
行
か
ら
の
借
入
れ
が
目
立
つ
｡
ま
た
､

四
十
年
代
に
は
'
秋
田
銀
行
横
手
支
店
か
ら
の
借
入
れ
も
証
書
に
現
れ
る
｡
こ
れ
ら

の
銀
行
か
ら
の
借
入
れ
の
殆
ど
は
'
商
品
を
担
保
と
し
た
'
約
束
手
形
に
よ
る
借
用

で
あ
る
｡
担
保
と
さ
れ
た
商
品
に
つ
い
て
は
'
五
業
銀
行
に
つ
い
て
は
'
三
十
年
代

前
半
に
お
い
て
は
'
生
糸
が
目
立
つ
が
後
半
に
は
米
が
多
-
な
る
｡
増
田
銀
行
に
つ

い
て
は
'
米
'
大
豆
'
生
糸
と
な

っ
て
い
る
｡
ま
た
'
秋
田
銀
行
横
手
支
店
に
つ
い

て
は
'
米
と
生
糸
が
多

い
｡
秋
田
銀
行
と
の
取
引
は
明
治
四
十
年
代
以
降
の
も
の
で

あ
る
が
､
米
の
な
か
で
､
外
国
米
が
多
-
な

っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
｡
石
田

家
が
江
戸
時
代
以
来
'
明
治
期
に
い
た

っ
て
も
'
雄
勝
郡
を
中
心
と
す
る
畑
作
地
管

へ
の
米
の
供
給
者
と
し
て
の
機
能
を
担

っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
'
こ
の
外
国
栄

は
'
秋
田
県
内
で
の
需
要
の
た
め
に
移
入
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
｡

こ
れ
ら
を
見
れ
ば
'
産
地
商
人
と
銀
行
と
の
貸
借
関
係
で
'
約
束
手
形
を
用
い
'

商
品
を
担
保
と
す
る
形
態
が

一
般
化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
裏
書
が
あ
る
も
の

は
'
秋
田
銀
行
と
石
田
四
郎
兵
衛
の
間
の
貸
借
に
見
ら
れ
る
｡
し
か
し
'
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
'
当
初
の
払
込
先
が
石
田
合
名
で
あ
-
'
裏
書
先
が
秋
田
銀
行
横
手
支
店

で
あ
る
｡
従

っ
て
'
こ
れ
ら
は
石
田
四
郎
兵
衛
が
秋
田
銀
行
か
ら
'
約
束
手
形
に

よ
っ
て
借
用
し
た
の
と
同
じ
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
以
外
に
'
裏
書
さ
れ
た
約
束
手
形
は

な
か

っ
た
｡
ま
た
'
表
13
は
'
秋
田
銀
行
の
約
束
手
形
割
引
の
計
算
書
を
集
計
し
た

も
の
で
あ
る
｡
石
田
家
は
自
ら
振
-
出
し
た
約
束
手
形
を
'
払
込
先
の
銀
行
で
割
引

い
て
い
る
の
で
あ
る
｡

銀
行
に
よ
る
金
融
の
実
施
と
大
地
主
や
商
人
に
よ
る
金
融
活
動
と
の
差
異
は
､
石

田
家
の
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
'
担
保
の
有
無
で
あ

っ
た
｡
も

っ
と
も
'
銀
行
の

手
形
に
よ
る
貸
付
に
つ
い
て
も
無
担
保
の
も
の
も
あ

っ
た
が
'
そ
れ
ら
は
'
支
払
い

に
際
し
て
､
問
題
を
お
こ
す
こ
と
が
あ

っ
た
｡
商
品
担
保
金
融
の
実
施
'
特
に
約
莱

手
形
に
よ
る
貸
付
は
'
銀
行
が
商
品
に
対
す
る
担
保
価
値
を
設
定
す
る
こ
と
が
前
揺

で
あ
る
｡
返
済
が
滞

っ
た
場
合
に
販
売
可
能
な
価
格
を
推
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
､

担
保
価
値
の
高
下
は
'
実
際
の
商
品
価
格
と
相
互
に
影
響
を
与
え
あ
う
｡
実
際
'
石

田
家
が
米
や
生
糸
を
担
保
と
し
て
借
-
入
れ
る
場
合
の
金
額
は
'
時
期
年
代
に
よ

っ

て
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
｡
石
田
家
は
'
銀
行
か
ら
借
入
を
L
t
商
品

を
集
荷
L
t
生
糸
な
ど
は
地
域
外
に
移
出
L
t
米
を
近
隣
農
村
に
供
給
し
て
い
た
｡

供
給
の
方
法
に
は
'
貸
付
と
販
売
が
あ

っ
た
が
､
い
ず
れ
に
し
て
も
販
売
価
格
の
読

定
が
行
わ
れ
る
｡
同

一
地
域
で
'
銀
行
が
関
与
す
る
価
格
設
定
が
あ
れ
ば
'
商
人
と

零
細
農
民
と
の
米
の
取
引
に
対
し
て
も
'
そ
の
動
向
は
波
及
し
て
ゆ
-
｡
地
域
に
お

け
る
価
格
動
向
や
担
保
価
値
の
動
き
と
か
け
離
れ
た
価
格
が
米
取
引
で
ロ王
示
さ
れ
れ

ば
'
購
入
者
は
'
他
の
購
入
ル
ー
-
を
探
す
か
ら
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
意
味
で
'

末
端
産
地
近
辺
の
米
の
需
要
地
に
お
け
る
商
人
の
金
融
活
動
に
'
い
-
つ
も
の
銀
行

が
関
与
し
'
米
の
担
保
価
値
の
査
定
を
お
こ
な

っ
て
い
る
事
実
は
'
農
村
市
場
の
莱

価
決
定
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
｡
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五

結

び

以
上
の
商
品
担
保
金
融
の
考
察
を
こ
こ
で
ま
と
め
て
お
き
た

い
｡
ま
ず
､
石
田
秦

に
関
し
て
は
､
約
束
手
形
の
振
り
出
し
が
商
品
担
保
金
融
の
な
か
で
重
要
な
位
置
を

占
め
'
零
細
な
地
方
銀
行
を
支
払

い
場
所
と
す
る
約
束
手
形
は
'
裏
書
に
よ
る
譲
渡

や
移
動
は
少
な
-
'
そ
れ
ら
の
銀
行
の
､
約
束
手
形
の
振
り
出
し
人
に
対
す
る
資
金

の
貸
出
に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
｡
石
田
家
の
銀
行
か
ら
の
借
入
れ
は
､
明

治
十
年
代
の
第

一
国
立
銀
行
か
ら
の
借
入
れ
を
除

い
て
､
商
品
を
担
保
と
し
た
約
莱

手
形
に
よ
る
も
の
が
大
部
分
で
あ

っ
た
｡
大
正
五
年
に
､
手
形
貸
付
が
､
割
引
手
形

か
ら
は
ず
れ
､
独
自

の
勘
定
と
し
て
銀
行
の
会
計
処
理
に
登
場
し
た
こ
と
と
そ
の
影

響
に
つ
い
て
､
既
に
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
'
そ
の
よ
う
な
会
計
処
理
が
正
当
化

さ
れ
る
根
拠
は
､
商
品
担
保
に
よ
る
約
束
手
形
の
発
行
が
､
証
書
に
よ
る
貸
付
と
区

(I.

別
し
が
た
い
性
格
を
も

っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

石
田
家
が
振
り
出
し
た
約
束
手
形
に
も
商
品
担
保
に
よ
ら
な
い
も

の
が
あ

っ
た
が
､

そ
の
場
合
に
は
､
連
帯
保
証
を
行
う
人
名
が
連
署
さ
れ
て
い
た
｡
そ
し
て
､
手
形
の

決
済
時
点
で
､
そ
の
支
払

い
を
め
ぐ

っ
て
問
題
と
な
る
の
は
､
こ
の
よ
う
な
商
品
担

保
に
よ
ら
な
い
金
融
で
あ

っ
た
｡
ま
た
､
そ
の
よ
う
な
手
形
の
最
終
的
な
保
証
は
､

不
動
産
で
あ

っ
た
｡
金
融
機
関
以
外
の
大
地
主
に
よ
る
無
担
保
の
融
資
も
､
こ
の
よ
(29
)

う
な
借
り
手

の
不
動
産
な
ど
の
財
産
が
､
保
証
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

表

4
に
よ
れ
ば
各
銀
行
と
も
荷
為
替
手
形
や
代
金
取
立
手
形
の
振
-
出
し
が
多

い

が
'
石
田
家
に
残
存
す
る
証
書
類
に
は
そ
れ
ら
は
少
な
い
｡
こ
れ
は
､
石
田
家
が
'

米
に
関
し
て
は
'
近
隣
の
雄
勝
郡
の
各
村

へ
の
供
給
者
の
位
置
に
た
ち
､
そ
の
販
売

は
規
模
が
零
細
で
あ
-
､
手
形
に
よ
る
取
引
の
必
要
が
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
の
よ
う
な
､
米

の
需
要
地
帯
の
存
在
は
､
米

の
単
作

地
帯
が
多

い
秋
田
県
内
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
-
'
雄
勝
郡
の
み
な
ら
ず
､
北
秋

田
郡
や
山
本
郡
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
｡
北
秋
田
郡
に
つ
い
て
は
､
大
館
近
郊
の

二
井
田
村
の

一
関
家
が
､
近
隣
の
農
家
に
米
の
販
売
を
行

っ
て
い
た
こ
と
は
､
既
に

(那
)

紹
介
さ
れ
て
い
る
｡

ま
た
､
米

の
単
作
地
帯
に
お

い
て
も
'
飯
米

の
購
入
を
必
要

と
す
る
零
細
農
家
が
存
在
す
る
｡
さ
ら
に
東
北
地
方

の
み
な
ら
ず
､
西
日
本
の
大
地

‥ト

主
が
近
隣
住
民
に
､
米

の
販
売
を
行

っ
て
い
る
事
例
も
知
ら
れ
て
い
る
｡

こ
の
よ

う
に
､
米
は
遠
隔
地
に
対
し
て
の
み
販
売
さ
れ
る
の
で
は
な
い
｡
そ
し
て
ま
た
'
こ

の
よ
う
な
近
隣

へ
の
米
の
供
給
者
は
'
米
の
集
荷
に
際
し
､
購
入
を
行
う
こ
と
も
あ

り
､
集
荷
し
た
米
を
担
保
と
し
て
'
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
を
お
こ
な
う
こ
と
が

あ

っ
た
｡
石
田
家

の
証
書
に
荷
為
替
金
融
関
係
が
少
な
く
'
米
な
ど
の
商
品
を
担
保

と
す
る
約
束
手
形
の
振
-
出
し
が
多

い
の
は
､
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
｡
従

っ
て
､
秋
田
県
の
よ
う
な
､
米
の
移
出
地
帯
に
関
し
て
も
､
県
内
な

ど
の
近
隣
地
域
で
の
需
要
に
対
す
る
金
融
も
軽
視
し
え
ず
'
県
外

へ
の
移
出
や
､
秩

道
輸
送
と
の
み
'
商
品
担
保
金
融
を
結
び
付
け
る
の
は

一
面
的
と

い
う
こ
と
に
な
る
｡

こ
の
よ
う
な
農
村
市
場
で
の
米
穀
需
給
に
対
す
る
'
銀
行
に
よ
る
融
資

の
介
在
は
'

担
保
価
値
の
設
定
を
通
じ
て
米
価
に
影
響
を
与
え
'
商
人
や
地
主
に
よ
る
市
場
支
配

を
､
困
難
に
す
る
も
の
で
あ
る
と

い
え
よ
う
｡
個
々
の
零
細
な
銀
行
の
活
動
地
域
は

限
定
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
､
石
田
家
の
よ
う
に
'
多
数

の
銀
行
と
の
取
引
が
な
さ

れ
れ
ば
､
銀
行
が
関
与
す
る
に
い
た

っ
た
米
穀
市
場
の
地
域
性
は
'
取
引
地
域
の
限

定
が
あ
る
に
し
て
も
､
克
服
さ
れ
て
い
-
と

い
え
よ
う
｡
農
村
市
場
で
の
米
穀
需
給

は
'
他
地
域

へ
の
移
動
を
前
提
に
す
る
取
引
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
'
米
の
移
動
距
離

が
短

い
局
地
的
な
取
引
が
多

い
商
人
と
農
民
の
取
引
に
あ

っ
て
も
'
広
範
な
地
域
で
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の
米
穀
需
給
や
米
価
動
向
と
無
関
係
で
は
あ
り
え
ず
､
ま
た
そ
の
よ
う
な
地
域
間
の

連
動
の

一
因
を
､
銀
行
に
よ
る
商
品
担
保
金
融

の
盛
行
が
担

っ
て
い
た
と

い
え
よ

(32
)

､つ○註

(-
)
増
田
村
は
明
治
二
十
八
年
に
町
に
な
っ
た
｡
雄
勝
郡
の
経
済
構
造
と
'
増
田
村

の
商
人
に
よ
る
流
通
支
配
の
実
態
に
つ
い
て
は
､
国
安
寛

｢雄
勝
郡
成
瀬
沢
目
の

経
済
構
造
｣
(『秋
Ej
地
方
史
論
集
L土'
み
し
ま
書
房
'

1
九
八

一
年
所
収
)
に
-

わ
し
い
｡

(2
)
国
安
寛

｢商
品
生
産
と
流
通
｣
(秋
田
県
編

『秋
田
県
史
』
第
三
巻
'

1
九
七

七
年
所
収
)
参
照
｡

(3
)
明
治
初
年
の
米
を
め
ぐ
る
商
品
担
保
金
融
の
性
格
に
つ
い
て
は
'
加
藤
俊
彦

｢地
租
金
納
化
と
米
穀
の
商
品
化
に
つ
い
て
の
覚
書
｣
(宇
野
弘
蔵
編

『地
租
改

正
の
研
究
』
下
､
東
京
大
学
出
版
会
'

一
九
五
八
年
所
収
)
参
照
｡
明
治
八
年
の

小
野
組
破
綻
に
際
L
t
青
森
港
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
米
が
第

l
国
立
銀
行
に
抵
当

に
出
さ
れ
て
い
た
が
'
こ
の
米
を
め
ぐ
っ
て
'
大
阪
裁
判
所
ほ
か
の
小
野
組
に
対

す
る
債
権
者
が
所
有
権
を
主
張
し
､
第

1
国
立
銀
行
と
争
い
に
な
っ
た
こ
と
は
'

既
に
紹
介
し
た
｡
拙
稿

｢明
治
初
年
に
お
け
る
小
野
組
支
店
の
為
替
方
活
動
に
つ

い
て
ー
青
森
県
為
替
方
の
機
能
を
め
ぐ
っ
て
-
｣
(『年
報
市
史
ひ
ろ
さ
き
』
五
'

1L
九
九
六
年
所
収
)
｡
こ
の
事
例
は
'
明
治
初
年
の
商
品
担
保
金
融
の
危
う
さ
を

示
し
て
い
る
｡
林
玲
子

｢醤
油
醸
造
業
と
為
替
手
形
｣
(同
編

『醤
油
醸
造
業
史

の
研
究
』
'
吉
川
弘
文
館
'

一
九
九
〇
年
)
は
'
江
戸
-
銚
子
間
な
ど
の
為
替
手

形
の
流
通
を
分
析
し
て
い
る
が
'
手
形
流
通
の
活
発
さ
と
'
両
替
商
的
な
機
能
を

持
つ
媒
介
者
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
｡
近
代
に
お

け
る
銀
行
の
発
達
は
'
手
形
流
通
を
円
滑
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

(4
)
加
藤
俊
彦
前
掲
稿
'

一
五
八
頁
｡

(5
)
同
右
稿
､

一
九
三
頁
｡

(6
)
加
藤
幸
三
郎

｢明
治

(『地
方
金
融
史
研
究
』

(7
)
加
藤
幸
三
郎

｢明
治

大
正
期
に
お
け
る
米
穀
流
通
と
地
方
銀
行
の
展
開
｣

'

一
九
六
八
年
所
収
)
｡

大
正
期
に
お
け
る
秋
田
銀
行
の
展
開
-

｢奥
羽

(北

港
)

･
秋
田
県
両
銀
行
同
盟
会
｣
資
料
よ
-
み
た
る
-
｣
(｢地
方
金
融
史
研
究
｣

四
'

一
九
七

一
年
所
収
)

｡

(8
)
浅
井
良
夫

｢戟
前
期
日
本
に
お
け
る
都
市
銀
行
と
地
方
金
融
-
安
田
銀
行
支
店

網
と
そ
の
系
列
銀
行
に
関
す
る
分
析
-
｣
(『金
融
経
済
』

一
五
四
'

一
九
七
五
年

所
収
)
｡

(9
)
伊
藤
正
直

｢水
田
単
作
地
帯
に
お
け
る

｢地
主
的
地
方
銀
行
｣
群
の
衰
退
過
程

-
大
正
～
昭
和
初
期
の
秋
田
県
を
対
象
と
し
て
I
｣
(『金
融
経
済
』

l
五
九
､

1

九
七
六
年
所
収
)

｡

(10
)
本
稿
で
取
り
扱
う
の
は
商
家
を
め
ぐ
る
'
米
ほ
か
の
商
品
流
通
に
関
わ
る
金
融

に
限
ら
れ
る
が
'
山
口
和
雄
氏
や
石
井
寛
治
氏

エ
ロ同
村
直
助
氏

･
中
村
政
則
氏
'

杉
山
和
雄
氏
ら
に
よ
っ
て
製
糸
業

･
紡
績
業

･
織
物
業
な
ど
に
関
L
t
生
産
過
程

ま
で
含
め
た
金
融
関
係
の
総
体
が
'
産
業
金
融
史
研
究
と
し
て
解
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
周
知
で
あ
る
｡

(11
)
石
田
家
に
つ
い
て
は
'
国
安
氏
の
前
掲
稿
の
ほ
か
､
半
田
市
太
郎

｢秋
田
藩
に

お
け
る
商
品
生
産
の
展
開
｣
(東
北
大
学

『歴
史
』
七
'

一
九
五
四
年
所
収
)
'
大

山
茂

｢秋
田
藩
に
お
け
る
商
品
生
産
の
形
態
I
特
に
黄
生
産
を
中
心
に
-
｣
(『秋

大
史
学
』
六
'

1
九
五
五
年
所
収
)
'
松
淵
莫
洲
男

｢近
世

l
在
地
商
人
の
経
営
｣

(『秋
田
近
代
史
研
究
』
八
､

一
九
六
三
年
所
収
)
'
拙
稿

｢明
治
前
期
の
煙
草
生

産
地
帯
に
お
け
る
商
人
活
動
-

秋
田
県
平
鹿
郡
増
田
村
石
田
家
の
事
例
-
｣
'
『弘

前
大
学
経
済
研
究
』

一
八
'

一
九
九
六
年
所
収
)
参
照
｡

(12
)
石
田
家
の
煙
草
取
引
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
政
府
の
取
締
の
様
子
に
つ
い
て
は
､
前

掲
註

(11
)
拙
稿
参
照
｡

(13
)
幕
末
の
'
こ
れ
ら
の
商
人
に
対
す
る
売
り
仕
切
り
が
'
少
数
な
が
ら
'
石
田
家

に
残
存
し
て
い
る
｡

(14
)
石
田
家
'
明
治
十
五
年

｢万
売
帳
｣
｡

(15
)
『秋
田
県
統
計
書
』
各
年
次
に
よ
る
｡

(16
)
こ
の
所
得
金
高
は
､
前
掲
拙
稿
で
紹
介
し
た
｡
な
お
'
明
治
三
十
五
年
に
石
田

合
名
会
社
が
設
立
さ
れ
'
石
田
家
が
近
隣
農
民
な
ど
に
対
し
て
持
つ
債
権
が
会
社

に
譲
渡
さ
れ
た
｡

(
17
)
-

(20
)
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
石
田
家
所
蔵
史
料
で
あ
る
｡

な
お
'
明
治
前
期

の
生
糸
を
担
保
と
す
る
金
融
の
全
国
的
な
動
向
に
つ
い
て
は
'

蔑
見
誠
良

『日
本

信
用
機
構
の
確
立
』
(有
斐
閣
､

一
九
九
二
年
)
お
よ
び
'
中
林
真
幸

｢製
糸
資

本
勃
興
期
の
金
融
｣
(『史
学
雑
誌
』

1
〇
三
-
四
'

一
九
九
四
年
)
所
収
参
照
｡

(21
)
こ
の
見
本
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
｡

耕
地
壱
番
書
入
金
借
用
証
券
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一
金
何
百
円
也

但
利
子
金
拾
円

二
付
壱
ヶ
月
金
何
拾
銭
宛
之
走

此
抵
当

羽
後
国
何
郡
何
村
字
何
々
何
番

何
郡
何
村
持
主

一
田
何
反
何
畝
何
歩

何
之
誰

此
地
価
金
何
拾
円
也

羽
後
国
何
郡
何
村
字
何
々
何
番

何
郡
何
村
持
主

一
田
何
反
何
畝
何
歩

右
同
人

此
地
価
金
何
拾
円
也

合
計
反
別
何
程

合
地
価
金
何
程

右
之
耕
地
善
人
前
書
之
金
額
正
二
借
用
申
所
実
正
也
右
返
済
之
儀

ハ
明
治
何
年

何
月
何
日
限
元
利
無
相
違
返
済
可
仕
候

(若
又
借
主
他
行
中
期
限
相
浦
チ
候

ハ
､
本
人
二
不
拘
引
受
証
人

二
於
テ
吃
度
返
済
可
仕
候
)
寓

一
期
限

二
至
り
返

金
相
滞
り
候

ハ
､
書
面
之
抵
当
物
売
却
之
委
任
状
速

二
御
渡
可
中

二
付
貴
殿
二

於
テ
御
売
払
之
上
其
代
金
ヲ
以
テ
元
利
井

二
右

二
関
ス
ル

一
切
之
費
用
御
引
去

可
被
成
候
若
シ
右

ニ
テ
モ
不
足
相
生
シ
候

ハ
､
借
主
井

こ
引
受
証
人
二
於
テ
吃

度
返
償
可
仕
候
且
ツ
期
限
中
抵
当
品
実
価
低
落
候
時

ハ
貴
殿
之
望

二
応
シ
入
金

又
ハ
増
抵
当
差
出
シ
価
申

ハ
勿
論
此
抵
当
品
変
災

二
屠
り
候
力
若
ク
ハ
他
ヨ
リ

故
障
等
申
出
候
節

ハ
期
限
内

二
拘

ハ
ラ
ズ
速

二
倍
主
弁

二
引
受
証
人
ヨ
リ
元
利

返
済
可
仕
候
為
後
日
引
受
証
人
連
署
借
用
金
証
書
如
件

秋
田
県
何
郡
何
村
何
番
地

(28
)
前
掲
註

(7
)
加
藤
幸
三
郎
稿
｡

(29
)
大
正
二
年
に
'
石
田
四
郎
兵
衛

･
石
田
大
書

二
島
橋
文
太
郎
が
連
名
で
振
-
出

し
た
約
束
手
形
は
期
限
内
に
決
済
で
き
ず
'
増
田
銀
行
の
要
請
に
よ
り
'
石
田
四

郎
兵
衛
と
石
田
大
吉
が
連
名
で
'
借
-
替
え
を
お
こ
な

っ
て
い
る
｡
こ
の
際
'
石

田
家
と
石
田
合
名
の
所
有
田
畑
に
'
増
田
銀
行
に
よ
っ
て
'
根
抵
当
権
が
設
定
さ

れ
た
｡

(31
)
拙
稿

｢近
代
の
秋
田
地
方
に
お
け
る
商
人
活
動
の

一
側
面
｣
(『秋
田
近
代
史
研

究
』
へ
二
八
'

一
九
八
四
年
所
収
)
'
二
九
頁
｡
た
だ
し
'
こ
れ
は
部
分
的
な
紹
介

に
す
ぎ
な
い
｡
し
か
し
米
販
売
の
事
実
の
存
在
は
確
認
で
き
る
｡
全
体
像
に
つ
い

て
は
'
別
に
論
じ
た
い
｡

(31
)
例
え
ば
'
岡
山
県
の
野
崎
家
に
つ
い
て
'
詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
｡
ナ

イ
カ
イ
塩
業
株
式
会
社
編

『備
前
児
島
野
崎
家
の
研
究
』

(山
陽
新
聞
社
'

一
九

六
七
年
)
'
五

〇
五
頁
等
｡
野
崎
家
は
時
の
相
場
に
よ
-
'
小
作
米
を
店
員
や
浜

子
に
販
売
し
て
い
る
｡

(32
)
守
田
志
郎
氏
は
そ
の
著
書

『地
主
経
済
と
地
方
資
本
』

(御
茶
の
水
書
房
'

一

九
六
三
年
)
に
お
い
て
'
地
主
と
銀
行
'
地
主
と
米
販
売
の
関
係
を
論
じ
て
い
る

が
'
米
販
売
と
銀
行
と
の
関
係
に
は
触
れ
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
｡
同

『米
の
冒

年
』

(御
茶
の
水
書
房
'

一
九
六
六
年
)
で
は
鉄
道
に
よ
る
米
輸
送
と
'
地
方
銀

行
の
商
業
金
融
の
積
極
化
'
米
商
人
の
銀
行
依
存
の
高
ま
-
と
の
関
係
が
強
調
さ

れ
て
い
る
｡

84

年
号
月
日

金
借
用
主

何
之
誰

同
件
同
郡
同
村
何
番
地

引
受
証
人

何
之
誰

同
件
同
郡
同
村
何
番
地

同

何
之
誰

新
潟
県
越
後
国
村
上
羽
黒
町

百
武
長
兵
衛
殿

こ
の
証
書
の
見
本
に
沿

っ
た
金
銭
の
貸
借
に
関
す
る
史
料
は
残

っ
て
い
な
い
の
で
'

百
武
と
石
田
ら
の
間
で
は
'
米
を
抵
当
と
す
る
貸
借
だ
け
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
｡

(㌍
こ

～

(27
)
石
田
家
所
蔵
史
料
｡

但
し
'
印
紙
'
割
印
や
取
引
の
終
了
後
の
抹
消

の
塁
の
線
は
省
略
し
た
｡

付
記本

稿
で
使
用
し
た
石
田
家
所
蔵
史
料
の
利
用
に
あ
た

っ
て
'
石
田
家
御
当
主
石
田
贋

太
郎
氏
を
は
じ
め
'
石
田
家
の
皆
さ
ん
の
便
宜
を
え
た
｡
ま
た
'
同
家
史
料
の
閲
覧
は
'

文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金

(平
成
元
年
度
へ
総
合
研
究

A
へ
代
表

･
佐
々
木
潤
之
介

氏
)
の
交
付
に
よ

っ
て
可
能
に
な

っ
た
も
の
で
あ
る
｡
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
｡

(こ
い
わ

･
の
ぶ
た
け

東
京
水
産
大
学
教
授
)



表 1 明治15年度石田家米貸し (市川家あて)

年 月 日 俵 数 価格 (円)
15.6.23 1 1.5
15.6.29 1 1.42
15.8.1 1 1.65
15.9.17 1 1.9
15.10.21 1 1.7

(出典)石田家 『大福帳』より抜粋

表2 明治25年度石田家米貸し (市川家あて)

年 月 日 俵 数 T価格 (円)

25.2.12 3 ; 5.55
25.4.12 2 3.7

25.5.7 2 3.7
25.5.9 2 3.7
25.6.5 3 5.7
25.6.10 2 4
25.7.21 3 5.94
25.12.31 1 1.55
26.1.1 3 4.65

(出典)石田家 『大福帳』より抜粋

表3 明治35年時点､秋田県下の銀行

名 称 本店所在地名 創立年月日(明治) 支店数 株金(円) 積立金(円)

合名会社沢木銀行 南秋田郡船川港町 30.1.9 2 0 22000
合名会社能代銀行 山本郡能代港町 31.3 0 0 3248
合名会社大久保銀行 山本郡能代港町 30.ll.1 1 0F 10000
株式会社本荘銀行 由利郡本荘町 28.8 0 50 20000
株式会社大曲銀行 仙北郡大曲町 27.5.27 0 50 32000
株式会社池田銀行 仙北郡刈和野町 33.7 0 0 0

株式会社平鹿銀行 平鹿郡角間川町 26.7 0 50 54000
株式会社増田銀行 平鹿郡増田町 28.3 0 500 100
合名会社五業銀行 平鹿郡横手町 20.5 0 0 12800
近合名会社 平鹿郡植田町 33.1 0 0 3250
戸田銀行 平鹿郡浅舞町 33.8 0 0 7700
合名会社湯沢銀行 平鹿郡湯沢町 30.3.3 0 0 0

株式会社雄勝銀行 平鹿郡湯沢町 30.8.3 0 25 0

株式会社雄勝貯蓄銀行 平鹿郡湯沢町 32.ll.7 0 20 1950
株式会社第四十八銀行 秋田市栄町 12.1 3 50 21671
株式会社秋田銀行 秋田市大町 29.5 1 50 77000

(出典)『秋田県統計書』

表4 関係銀行の手形取扱

明治年 27 31 35
第一銀行秋田支店 割引手形 貸 出 1090.4

取 立 0.0

荷為替手形 貸 出 705.9
取 立 208.4

代金取立手形 貸 出 2.7
取 立 106.2

秋田銀行 割引手形 貸 出 707.3 21979.5
取 立 244.1 2117.3

荷為替手形 貸 出 452.4 1731.9
取 立 463.7 1027.2

代金取立手形 貸 出 46.5 498.6
取 立 83.2 599.4

増田銀行 割引手形 貸 出 35.7 2.7
取 立 0.0 1.3

荷為替手形 貸 出 710.0 116.4
取 立 0.0 18.0

代金取立手形 貸 出 1.5 1.2
取 立 228.0 1.4

五業銀行 割引手形 貸 出 72.7 52.2
取 立 7.0 55.9

荷為替手形 貸 出 40.3 118.5
取 立 7.4 57.7

代金取立手形 貸 出 2.9 45.4

(出典)『秋田県統計書』各年､ 1)単位､千円
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表
5
第
一
国
立
銀
行
横
手
出
張
所
の
石
田
家
金
融

明
治
年
月
日

氏
名

払
込
先
金
額
(円
)
利
子

返
済
期
Lt
種
類

担
保

量
備
考

17
.
8
.1
8
L
1-
凹
凹
郎
兵
衛
､
松
浦
文
吉
本
人

5
0
0
1
.5
割
(午
)
1
7
.1
0
.1
()
借
用
金
証
書
生
糸

10
貫

17
.
8
.2
8
石
田
四
郎
兵
衛
､
松
浦
文
吉
本
人

Z
O
O
1
.5
割
(午
)
1
7
.l
l
.2
0
借
用
金
証
書
生
糸

12
貰

18
.
2
.2
7
石
円
四
郎
兵
衛
､
松
浦
文
吉
本
人

5
0
0

米
預
証
文

莱
5
5
0
俵
秋
出
産
上
米

18
.
8
.
4
石
円
四
郎
兵
衛
､
松
浦
文
吉
本
人

7
0
0
1
,5
割
(午
)
18
.
9
.3
0
借
用
金
証
書
生
糸

4
5
貰
荷
為
替
前
借

(出
典
)
石
田
家
所
蔵
史
料

表
6
秋
田
銀
行
横
手
支
店
の
石
田
家
金
融

年
月

日
氏

名
払
込
先

金
額
(f
l日
利
子
返
済
期
1-1

種
類

割
り
.
煤
量

備
考

裏
再
先

明
治
4
0
.
3
.3
0
石
田
幸
之
助

秋
口
銀
行
横
手
支
店
不
明

不
明

Ji
(明

預
り
≡症
(約
*
手
形
)

玄
米
2
()
0
俵
イ
J'
什
ー合
名
(J
Tl
i1
人
膏
)
預
り
な
し

4
0
.
4
.1
9
石
田
幸
之
助

秋
田
銀
行
横
手
支
店

2
0
0
0
不
明

1
0
.
7
.2
0
預
り
症
(約
束
手
形
)

云
~
米
3
()
0
俵
イ
川
Ⅰ合
名
(イ
I-M
大
吉
)
預
り
な
し

外
相
米
14
0
袋

4
0
.
7
.2
0
石
B
]
幸
之
助

-l
l-
日
合
名
(石
凹
大
吉
)
2
0
0
0
不
明

4
0
.
7
.2
0
預
り
証
(約
束
.手
形
)

玄
米
3
0
0
俵
石
川
LJt
lB
l;
兵
衛
預
り
､
連
帯
保
証
秋
Lu
銀
行
.横
干支
情

外
国
米
11
0俵

4
0
.
7
.2
4

石
問
凹
郎
兵
衛

石
田
合
名
(石
tL
J大
書
)

7
0
0

9
.4
円
1
O
.1
0
.2
4
預
り
症
(約
束
手
形
)

生
糸

9
貰
石
目
合
名
(イ
川
ー大
吉
)
預
り

秋
口
1
銀
行
横
手
支
店

4
0
.1
0
.1
9

石
田
幸
之
助

石
円
合
名
(石
田
大
吉
)
2
0
0
0
不
明

l
l
.
1
.2
O
預
り
~̀[
(約
束
手
形
)

玄
米
3
0
0
俵
石
ロ
ー合
名
(石
ll
J大
吉
)
預
り

秋
1
リ
遡
行
横
｢
支
店

外
t3
'.t
米
14
0
袋

4
0
.l
l
.3
0

石
田
合
名
(石
田
大
吉
)
秋
田
銀
行
横
手
支
店

8
0
0
0
.2
1
円
4
1
.
1
.3
0
預
り
症
(約
束
手
形
)

牡
糸

18
貫
石
田
四
郎
兵
衛
預
り

秋
円
銀
行
横
手
支
店

4
1
.
1
.2
0
石
円
幸
之
助

石
田
合
名
(石
田
大
音
)
2
0
0
0
不
明

4
1
.
4
.2
0
預
り
正
(約
束
手
形
)

玄
米
3
0
()
俵
石
rl
J
合
名
(イ
7-J
IJ
大
吉
)
預
り

秋
H
銀
行
横
手
支
店

外
国
米
14
0
袋

4
1
.
4
.1
9
石
Lu
幸
之
助

1
1
明

2
0
0
0
不
明

不
画

預
り
証
(約
束
手
形
)

玄
米
3
0
0
俵

外
阿
米
14
0
袋

4
2
.
3
.2
2

1
]'
円
合
名
(石
田
大
吉
)
秋
田
銀
行
横
手
支
店

15
0
0
不
明

1
2
.
6
.1
5
預
り
証
(約
束
手
形
)

イ
Jl
H
lJL
7郎
兵
連
帯
仙
甜
J'.

秋
田
銀
行
横
手
支
店

JI
2
.
3
.3
1
イ
j
M
久
兵
衛

不
明

10
0
0
不
明

不
明

預
り
証
(約
束
手
形
)

玄
米
4
5
0
俵
和
1両
蔀
妄
動
預
り

4
2
.
4
.2
0

石
u
幸
之
助

秋
出
銀
行
横
手
支
店

2
0
0
0
1
.1
2
円
4
2
.
7
.2
0
預
り
証
(約
束
手
形
)

玄
米
3
0
0
俵
イ
;=
】ll
は
一日
も
衛
預
り
､
連
帯
保
ij
T:_

牡
糸

2
7
買

4
2
.
7
.2
0

石
田
幸
之
助

秋
田
銀
行
横
手
支
店

2
0
0
0
不
明

不
明

預
り
証
(約
束
手
形
)

玄
米
3
0
0
俵

/I
:_
蘇

2
0
貰

4
2
.
8
.
2

石
田
久
兵
衛

秋
田
銀
行
横
手
支
店

10
0
0
不
明

不
明

預
り
正
(約
束
手
形
)

玄
米
4
5
0
俵
才
]-H
I
LJL
J郎
兵
衛
憤
り

4
2
.1
0
.2
0

右
目
幸
之
助

秋
田
銀
行
横
手
支
店

2
0
0
0
不
明

4
3
.
1
.2
0
預
り
症
(約
束
手
形
)

玄
米
3
0
0
俵
イ
川
個
郎
兵
衛
預
り
､
連
帯
保
証

外
国
米

7
0
袋

生
糸

3
5
貫

4
2
.l
l
.
4

石
田
久
兵
衛

秋
凹
銀
行
横
.手
支
店

10
0
()
不
明

不
明

預
り
症
(約
束
手
形
)

隼
糸

1
6
貫
石
l十
日
JL
I郎
Jj
こ衛
預
り

4
2
.
ll
.
4

イ
lJ
円
久
兵
衛

秋
田
銀
行
横
手
支
店

1
0
0
()
不
明

不
明

預
り
証
(約
束
手
形
)

玄
米
4
5
()
俵
石
目
LJA
郎
兵
衛
預
り

大
正
1
.1
0
.
4
イ
]-
臼
恰
名
(石
目
大
害
)
秋
FH
銀
行

不
明

イ
く明

担
保
品
差
入
契
約
書

生
糸
8
6
.8
8
貫

1
.
12
.1
3

石
B
]
合
名
(石
田
太
P.A
..)
秋
ll
】銀
行

6
9
0
0
不
明

2
.
1
.2
1
約
束
手
形

牛
糸
17
2
.1
5
持

1
.1
2
.1
3

石
田
大
吉

秋
凹
銀
行

2
6
0
0
不
明

2
.
1
.2
1
約
束
手
形

公
債
不
明

-

1
.1
2
.1
3
イ
tJ円
合
名
(石
け
J大
吉
)
秋
田
銀
行

4
2
0
0
不
明

2
.
1
.2
1
約
束
手
形

不
明

1
.1
2
.2
7

イ
ll
T1
合
名
(右
u
大
吉
)
秋
円
銀
行

3
4
7
0
不
明

2
.
1
.2
5
約
束
手
形

生
糸
8
6
.8
貫

2
.
1
,2
7

石
田
合
名
(石
両
天
吉
)
秋
Lu
銀
行

3
1
7
0
不
明

2
.
2
.2
9
担
保
品
差
入
契
約
書
(約
束
手
形
)
汁
_
A
86
.8
貫

2
.
2
.
5

有
田
合
名
(i
lJ
H
l
大
吉
)
秋
田
銀
行

2
2
3
0
不
明

2
.
3
.
6
担
保
品
差
入
契
約
書
(約
束
手
形
)
生
糸
5
6
.1
9
貫

-
2
.
2
.
8

石
田
合
名
(イ
川
_ー
大
吉
)
秋
田
銀
行

2
7
5
0
不
明

2
.
3
.
9
担
保
品
差
入
契
約
杏
(約
束
手
形
)
生
糸

6
9
賞

2
.
2
.2
2
石
田
合
名
(石
m
大
吉
)
秋
Lt
]銀
行

4
2
()
0
不
明

2
.
3
.2
3
担
保
品
差
入
契
約
書
(約
束
手
形
)
公
債
3
0
0
0
l
lJ

【

2
.
2
.2
2
右
打
1
合
名
(石
田
大
吉
)
秋
lH
銀
行

2
4
0
0
不
明

2
.
3
.2
3
約
束
手
形

ィ
､
明

2
.
2
,2
2

イ
川
l合
名
(-I
J'
E日
人
吉
)
秋
閃
銀
行

6
9
()
0
不
明

2
.
3
.
3
約
束
･
叶

不
明

2
.
2
.2
4

石
u
合
名
(石
山
太
古
)
秋
u
銀
行

3
4
7
0
不
明

2
.
3
.2
5
約
束
手
形

小
明

(出
典
)
石
目
家
所
蔵
史
料



表
7
増
田
銀
行
の
石
田
家
金
融

年
月
[｣

氏
名

払
込
先
全
称
(ト
リ
)

利
了
-

返
済
期
FT

垂
頬

打
保
ta叩

備
考
裏
書
先

3
3
.
7
.
5
石
FH
大
吉
(石
Fl
lP
q
即
兵
衛
後
見
人
)
増
凹
銀
行

10
0
1
銭
(1
O
O
H
に
つ
き
Fl
歩
)
3
3
.
9
.3
0
約
束
手
形

ィ
､
明

3
8
.
3
.
7
石
河
幸
之
助

不
明

5
0
0

倉
預
証
券
(約
束
手
形
)

栄
2
0
0
俵
石
Lu
lJL
T郎
兵
衛
預
り

3
8
.
9
.3
0
石
田
幸
之
助

不
明

不
明

米
預
言
(約
束
手
形
)

莱
20
0
俵
石
｢H
rf咽
l;
兵
衛
預
り

3
8
. l
l
.2
2
長
坂
商
店

不
明

1
10
0

倉
預
詩
券
(約
束
手
形
)

大
豆
類
2
50
俵
石
目
T爪
は
β
兵
衛
預
り

4
0
.
5
.2
7
石
li
J四
郎
兵
衛

右
凹
大
害

50
0
3
.7
5円

10
.
6
.3
0
約
束
子
形

不
明

噌
汀
ー銀
行

4
5
.
2
.1
5
石
凹
合
名

増
H]
銀
行

4
0
0

担
保
品
差
入
証
育
~(
約
束
手
形
)
生
糸
10
.2
5
1
貫

4
5
.
1
.1
8
雄
平
煙
草
jt
売
捌
合
名
(石
門
lJq
郎
兵
衛
)
増
LH
銀
行
-
15
0

不
明

不
明

1
5
.
7
.2
9
石
門
四
郎
兵
衛
､石
LL
]利
吉
､高
橋
文
太
郎
増
lH
銀
行

3
0
0
0

不
明

1ヾ
明

4
5
.
7
.2
9
イJ
-凹
凹
郎
兵
衛
､石
田
和
書
､高
橋
文
太
郎
増
田
銀
行

3
30
0

不
明

不
明

(出
典
)
イ
｣̀
凹
家
所
蔵
史
料

表
8
五
葉
銀
行
の
石
田
家
金
融

明
治
年
月
R

氏
名

払
込
先
金
額
(円
)
利

子
返
済
期
tI

種
類

押
.
｣
某

量
_

備
考
衷宵
先

3
3
.
7
.1
7
イ
j
H
合
名
(石
田
大
吉
)

/1
二業
銀
行

3
0
0
不
明

3
3
.
9
.3
0
約
束
手
形

-
なし

3
3
.
7
.1
8
石
Et
J合
名
(石
田
大
吉
)

五
葉
銀
行
不
明

不
明

3
3
.
9
.3
0
担
保
添
書
(亀
束
TL.
.形
)

簡
煙
草

3
0
個

3
3
.
8
.3
0
石
n
]r
Tq
郎
兵
衛
(才
fL
i]
大
吉
)

五
菜
銀
行

20
0
不
明

3
3
.l
l
.2
5
約
束
手
形

-
な
し

3
5
.1
2
.1
6
イ
]l
fJ
四
郎
兵
衛

五
菜
銀
行
不
明

0
.O
l銀
(L
OO
日
当
り
)
3
6
.
3
.2
8
預
り
杏
(約
束
手
形
)

生
糸

9
il.
i

3
5
.1
2
.2
3
i_
f田
合
名
(才
~;
田
大
吉
)

Tl
.業
銀
行

4
0
0
不
明

不
明

約
束
T-
-面
一

生
糸

9
貫

な
し

3
5
.1
2
.2
4
石
田
合
名
(石
田
大
吉
)

1工
業
銀
行
不
明

不
明

不
明

生
糸
預
り
貴

隼
糸

9
貫
石
田
l)q
郎
兵
衛
頼
り

36
.
1
.2
6
石
田
合
名
(石
田
大
吉
)

五
某
銀
行

6
2
5
不
明

3
6
.
3
.3
1
預
り
書
(約
束
手
形
)

牛
糸

18
EIi
-
石
打
ー 四
郎
兵
衛
預
り
な
し

3
6
.
6
.2
3
イ
川
l
合
名
(石
[1
]大
吉
)

五
葉
銀
行

30
0

0
.5
2
5
銭

3
6
.
9
.2
0
預
り
書
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束
手
形
)

米
10
0
俵
イ
川
ー四
郎
兵
衛
預
り
な
し

37
.
5
.1
7
イ_
]■L
ll
合
名
(石
Ef
]大
吉
)

五
業
銀
行

50
0

15
.9
3
円

3
7
.
8
.1
5
担
保
添
書
~孫
軒

~
~
玄
米
2
0
0
俵
石
Ll
i太
.∫.:
預
り
な
し

3
8
.
1
.
9
長
坂
又
兵
衛

五
葉
銀
行

6
50
不
明

不
明

預
り
書
(約
束
T
-W
/;T
-

人
豆
2_
5O
俵
石
LU
大
山
:預
り

3
8
.
1
.1
8
長
坂
又
兵
衛

五
某
銀
行

6
50
不
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不
明

預
り
吾
(約
東
手
形
｢

人
ワ
二
2
5
0
俵
石
rf
ー四
郎
兵
衛
預
り
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.
2
.2
8
石
田
合
名
(石
田
大
吉
)

Tt
_業
銀
行

2
5
0

3
.2
トリ

3
8
.
3
.2
1
担
保
添
書
(約
束
手
形
)

玄
米
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俵
イ
-;田
人
吉
預
り
な
し

3
8
.
4
.1
9
本
郷
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四
郎

五
菜
銀
行
不
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不
明

不
明

預
り
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束
手
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玄
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O
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俵
石
LL
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郎
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.
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.l
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田
合
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大
吉
)

五
業
銀
行

30
0

2
.5
2
円

3
8
.
7
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0
担
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束
手
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)

玄
頂
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俵
石
m
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3
8
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吉

ィ
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不
明

不
明

不
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り
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束
手
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玄
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8
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俵
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侶
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典
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石
目
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